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第１章 人口ビジョンの概要 

１ 人口ビジョンとは 

「平叐市人口ビジョン」とは、平叐市における総人口やফೡ構成がどのように変化してきたか、
その要因はどのようなものであったかを分析し、人口に関する市ড়の勪を共卻するとともに、
今後目指すべき将来の方向性と人口の将来を展望するもの。 

 

２ 人口ビジョンの位置づけ 

「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、平叐市まち・ひと・しごと創生総合勛റを北定する
にあたり、果的な施北を十厐・য়匽する上で、重要な基礎と位置づけられる。 

なお、今後の人口の変化が地域の将来に与える影響の分析・考察、目指すべき将来の方向等を
提示するものとする。 

 
 

３ 人口ビジョンの対象期間 

国のশ期ビジョンにおいて、平成 72（2060）ফを対象期間として、１匥人ங২の人口を維持
することを目指していることから、「平叐市人口ビジョン」においても平成 72（2060）ফを対
象期間とする。 

 
 
 

  



3 

第２章 人口の現状分析 

１ 総人口の推移と将来推計 

市全体の国য়社会保・人口勬題研勰（以下社人研）の人口推計を挿入 
 

２ 地域別人口の推移と将来推計 

旧市町単位の社人研の人口推計を挿入 
 

３ 年齢３区分別人口の推移と将来推計 

旧市町単位の社人研の人口推計を挿入 
 

４ 自然増減及び社会増減の総人口への影響 

市全体のফೡ 3 区分の社人研の人口推計を挿入 
ফ少人口15ؼ 歳未満人口 
生産ফೡ人口15ؼ 歳以上 65 歳未満人口 
ഠফ人口65ؼ 歳以上人口 
 

出生・死亡、転入・転出の推移を挿入 
合計特出生厾の推移を挿入 

 

５ 性別・年齢階級別の人口移動の状況 

市全体人口ピラミッド（S55、H22、H52）の社人研の人口推計を挿入 
 

  



4 

６ 地域間の人口移動の状況 

平成 17（2005）→平成 22（2010）ফの純移動数（「転入数」ٕ「転出数」）を挿入 
 
昭和 55（1980）ফ以ఋのফೡ階級別人口の推移を挿入 
 
平成 24（2012）ফ→平成 25（2013）ফの地域間の社会増減を挿入 
 
 

７ 産業人口の推移 

国勢調査より第一次産業、第二次産業、第三次産業の推移を挿入 
 

８ 産業別人口の状況 

国勢調査より産業別人口の推移を挿入 
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第３章 将来人口の推計と分析 

１ 将来人口推計の概要 

社人研の「日本の地域別将来人口推計（平成 25 ফ３া推計）」等、国から提供されたデータ
とワークシートの活用等による将来人口推計のパターン及びシミュレーションの概要を説明 

 
パターン 1 社人研推計  
 シミュレーション 1 パターン 1＋出生厾上昇 
 シミュレーション 2 パターン 1＋出生厾上昇＆移動厾 0（転入者 0、転出者 0） 
パターン 2 独自推計  
 シミュレーション 2-1 出生厾 2.14 まで上昇（2030）＆2040 ফまでに移動厾 0 
 シミュレーション 2-2 出生厾 2.14 まで上昇（2030）＆2060 ফまでに移動厾 0 
 シミュレーション 2-3 出生厾 2.24（2015）＆2040 ফまでに移動厾 0 
 シミュレーション 2-4 出生厾 2.24（2015）＆2060 ফまでに移動厾 0 
 シミュレーション 2-5 出生厾 2.24 まで上昇（2030）＆2040 ফまでに移動厾 0 
 シミュレーション 2-6 出生厾 2.24 まで上昇（2030）＆2060 ফまでに移動厾 0 

 

パターン 2 独自推計 のシミュレートパターン 

移動厾 
合計特出生厾 

2040 ফまでに 
移動厾 0 

2060 ফまでに 
移動厾 0 

2030 ফまでに 2.14 に上昇 
その後、2.14 を維持 

2-1 2-2 

2015 ফが 2.24 
その後も 2.24 を維持 

2-3 2-4 

2030 ফまでに 2.24 まで上昇 
その後、2.14 を維持 

2-5 2-6 
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パターン 1：社人研推計準拠について 
・ 主に平成 17(2005)ফから 22(2010)ফの人口の動向をྠ匽し将来の人口を推計。 
・ 移動厾は、今後、全域的に縮小すると仮定。 
・ 平成 52（2040）ফ以ఋの推計は出生・死亡・移動等のൊ向がその後もಲ続すると仮定

した独自推計。 
＜出生に関する仮定＞ 

・ 原則として、平成 22(2010)ফの全国の子ども匩性比（1549ع 歳匩性人口に対する 0
4ع 歳人口の比）と厰市町村の子ども匩性比との比をとり、その比が平成 27(2015)ফ
以ఋ 52(2040)ফまで一定として市町村ごとに仮定。 

＜死亡に関する仮定＞ 
・ 原則として、5559ع 歳→6064ع 歳以下では、全国と都道府県の平成 17(2005)ফ→

22(2010)ফの生ଋ厾の比から算出される生ଋ厾を都道府県内市町村に対して一に
適用。6064ع 歳→6569ع 歳以上では、上述に加えて、都道府県と市町村の平成
12(2000)ফ→17(2005)ফの生ଋ厾の比から算出される生ଋ厾を市町村別に適用。 

・ なお、東日本大震災の影響が大きかった地方公共団体については、その影響を加味した
厾を設定。 

＜移動に関する仮定＞ 
・ 原則として、平成 ফの国勢調査（ৰౚ）に基づいて算出された(2010)22ع(2005)17

純移動厾が、平成 ফまでに定厾で(2020)32ع(2015)27 0.5 倍に縮小し、その後はそ
の値を平成  。ফまで一定と仮定(2040)52ع(2035)47

・ なお、東日本大震災の影響が大きかった地方公共団体や平成 22(2010)ফの総人口が
3,000 人未満の市町村などは、別途仮定値を設定。 
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２ 総人口の分析 

“１ 将来人口推計の概要”に即した推計結果について説明 
 

３ 人口増加・減少段階の分析 

パターン 1 の将来人口推計を用いて、平成 22（2010）ফから平成 52（2040）ফの人口の変
化を分析し、人口減少段階を算出 

 
人口増加  
人口減少  
 第 1 段階 ഠফ人口増加、ফ少・生産ফೡ人口減少 
 第 2 段階 ഠফ人口維持・減、ফ少・生産ফೡ人口減少 
 第 3 段階 ഠফ人口減少、ফ少・生産ফೡ人口減少 

※ ഠফ人口維持・減は H22 ফ比  として定義％105ع95
 

平叐市の人口減少段階 

 

H22 人口（人） H52 人口（人） 

H22 を 100 と
し た 場 合 の
H52 の指数 人口減少段階 

ഠফ人口 11,579 8,927 77 

第 3 段階 生産ফೡ人口 18,850 8,255 44 

ফ少人口 4,476 1,777 40 

 

県内市町村別人口減少段階 

第 1 段階 
（8 市町村） 

শ厠市 
শ与町 

佐世保市 
時津町 

諫早市 
川棚町 

大村市 
佐々町 

第 2 段階 
（4 市町村） 

島原市 東彼杵町 ణ佐ৄ町 新上五島町 

第 3 段階 
（9 市町村） 

ૺ 
五島市 
小値賀町 

松浦市 
勽匈市 

対馬市 
雲仙市 

壱岐市 
南島原市 
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４ 自然増減・社会増減の影響度の分析 

シミュレーション１の平成 52(2040)ফの総人口／パターン１の平成 52(2040)ফの総人口の
数値に応じて以下の 5 段階にତ৶することで、将来人口に及ऻす出生の影響২（自然増減の影響
২）を分析 

 
「１」＝100％未満 
 ％105ع100＝「２」
 ％110ع105＝「３」
 ％115ع110＝「４」
「５」＝115%以上の増加 
 
シミュレーション 2 の平成 52(2040)ফの総人口／シミュレーション１の平成 52(2040)ফの

総人口の数値に応じて以下の 5 段階にତ৶することで、将来人口に及ऻす移動の影響২（社会増
減の影響২）を分析 

 
「１」＝100％未満 
 ％110ع100＝「２」
 ％120ع110＝「３」
 ％130ع120＝「４」
「５」＝130%以上の増加 
 

平叐市の自然増減、社会増減の影響২ 

  影響২ 

自然増減の 

影響২ 

シミュレーション 1 の H52 推計人口 20,076 人 

3 パターン１の H52 推計人口 18,959 人 

⇒20,076 人／18,959 人＝105.9％ 

社会増減の 

影響২ 

シミュレーション 2 の H52 推計人口 26,478 人 

5 パターン１の H52 推計人口 18,959 人 

⇒26,478 人／26,478 人＝139.7％ 
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県内市町村別将来人口における自然増減・社会増減の影響২ 

 
自然増減の影響২ 

影響২ 1 影響২ 2 影響২ 3 影響২ 4 影響২ 5 

社

会

増

減

の

影

響

২ 

影響২ 1      

影響২ 2  
時津町 

佐々町 

大村市 

ణ佐ৄ町 
島原市  

影響২ 3  川棚町 

শ厠市 

佐世保市 

諫早市 

শ与町 

  

影響২ 4  
松浦市 

壱岐市 

勽匈市 

雲仙市 

南島原市 

東彼杵町 

  

影響২ 5  対馬市 

ૺ 

五島市 

小値賀町 

新上五島町 

  

  



10 

５ 年齢３区分別人口比率の変化 

パターン及びシミュレーションごとのফೡ 3 区分推計結果を分析 
 

推計結果ごとの人口構造 

 総人口 
0-14 歳 
人口 

うち0-4歳
人口 

15-64 歳 
人口 

うち 20-
39 歳 
匩性人口 

65 歳以上 
人口 

H22 現状値       

H52 

パターン１       

シミュレーション１       

シミュレーション２       

H72 

パターン１       

シミュレーション１       

シミュレーション２       

 

人口増減厾（H22→H52） 

 総人口 
0-14 歳 
人口 

うち0-4歳
人口 

15-64 歳 
人口 

うち 20-
39 歳 
匩性人口 

65 歳以上 
人口 

 

パターン１       

シミュレーション１       

シミュレーション２       

 

人口増減厾（H22→H72） 

 総人口 
0-14 歳 
人口 

うち0-4歳
人口 

15-64 歳 
人口 

うち 20-
39 歳 
匩性人口 

65 歳以上 
人口 

 

パターン１       

シミュレーション１       

シミュレーション２       
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６ 人口の変化が地域の将来に与える影響 

人口の変化による将来の地域住ড়の生活や地域৽匡、地方ষ等への影響について分析 
 

（１）総人口の減少による影響 

人口減少により、人厔が減することに伴い、生活१ービ५が低下し、さらなる人口及出
につながるというப୭をഃくことがೃされる。 

 

【厴考】१ービ५施設のয়地する卾厾が 50％及び 80％となる自治体の人口規模 

（三大都市圏を除く） 

 

※「国土のグランドデザイン 2050 厴考ৱ厄」より单成 
※【 】内は全国（三大都市圏を除く）の施設総数 
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（２）生産年齢人口の減少による影響 

生産ফೡ人口の減少に伴い、ௌ௮や地域活動の叕いু勘ଌや卮厓の減少によるষ१ービ५の
低下等がೃされる。 

 

（３）高齢化率の上昇による影響 

ৈೡ化厾の上昇に伴い、ୢ・厹ක分における人౫勘ଌや社会保厔に対する住ড়叕・ষ
叕の増加等がೃされる。 
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第４章 将来展望 

１ 現状と課題 

平叐市の総人口が減少し続けてきたことの大きな背景としては、い世৻をর升とした人口及
出、それに伴う出生数の低下等が考えられる。 

 

２ 目指すべき将来の方向性 

 
雇用の促進 

本市の特色を活かした新たな産業による雇用の促進 
 

産業の振興 
地域ৱ౺を活用したዖॎいのあるྟৡ的な産業の振興 
 

子育て支援 
子どもを産ा、育てやすい୭のಌなるౄৰ 
 

定住・移住 
まちの活勴を勚りರすたीの者定住・移住促進対北 
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３ 人口の将来展望 

将来展望としてষった独自推計の概要 
 

合計特出生厾  

社会増減  

 

パターン１と独自推計の合計特出生厾の比較 

 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52 H57 H62 H67 H72 

パターン 1            

独自推計            

 

パターン１と独自推計の純移動数の比較 

 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52 H57 H62 H67 H72 

パターン 1            

独自推計            

 


